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１．
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① 無駄な燃料消費の削減（CO2の削減・資源の保全）

② 無駄な電力消費の削減（CO2の削減）

③ 産業廃棄物処理におけるリサイクル率の向上

④ 廃棄物排出量の削減

⑤ 総排水量の削減

４．

５．

以上の各項目と整合する環境目的・目標又は日常管理活動を定め、定期的に見直し、
継続的な改善を図ります。

本環境経営方針及びこれらの活動を行う主旨を含め、全従業員に周知を図ります。

本環境経営方針は、ご要望により一般の方に配布いたします。

 環　境　経　営　方　針

　株式会社三栄興業（以下、当社）は、一般廃棄物、産業廃棄物の収集運搬業務、産業廃棄
物の・焼却・破砕・脱水・圧縮の中間処理業務、廃棄物のリサイクル化施設の運営、及び道
路側溝並びに水路等の清掃、浄化槽清掃などのメンテナンス及び建築物の解体業務を行って
おります。
　現在、循環型社会を構築するために各種団体･組織が環境配慮活動を行ってきております
が、私たちも賛意を示し、以下のような環境配慮活動を行うことを約束します。

代表取締役　鈴木勝彦

株式会社 三栄興業
改定日：2021年11月1日

私たちは、環境関連法、及び業界の要請事項など当社が同意するその他の要求事項を
遵守することを約束します。

当社の関連施設を運営していく過程で、環境悪化の予防に努め、継続的な改善活動を
推進してまいります。

当社は、事業活動の現状について環境影響を調査した結果、次のような、主な項目に
対して活動を進めてまいります。

制定日：2017年7月1日



２．登録事業所概要

１）事業所概要
事業署名 株式会社三栄興業
代表者名 代表取締役 鈴木 勝彦
設立年月日 昭和４７年３月８日
資本金 ２，０００万円
所在地等 本社 上口リサイクルセンター

〒３４１－００４４ 〒３４１－００５５
埼玉県三郷市戸ヶ崎三丁目３４７番地 埼玉県三郷市上口２丁目４４番１
電話番号 ０４８－９５５－１６３２ 電話番号 ０４８－９５３－４４８５
FAX番号 ０４８－９５２－５５４３ FAX番号 ０４８－９５３－４１４７

２）事業規模

３）事業内容
① 産業廃棄物収集運搬業 ⑤ 一般廃棄物収集運搬
② 特別管理産業廃棄物収集運搬業 ⑥ リサイクル製品の製造・販売（再生燃料RPF）
③ 産業廃棄物中間処理業 ⑦ 建築物等の解体工事
④ 特別管理産業廃棄物中間処理業

４）エコアクション２１認証・登録の範囲
全組織・全活動を認証範囲

５）環境管理責任者と連絡先
責任者氏名 鈴木拓海 URL http://www.misato-net.com/3ak/
電話番号 048－953－4485 メール Info-3ak@sea.plala.or.jp
FAX番号 048－953－4147

３．環境経営組織図

※ 2025年3月までに柏テクニカルセンター（研究部門）も環境経営活動の対象にする予定

環境管理責任者 上口RC、本社兼任

総務課

河村 亮輔 安 巧 村上 和美 鈴木 拓海

一般従業員

・EA21の構築と運用・環境関連法規等の遵法性評価・環境目標と環境活動計画の実施状況の検討・
コミュニケーション記録、是正、予防記録の承認・統括責任者にEA21の運用状況の報告

・EA21の周知徹底教育・活動計画の討議、目標のフォロー・事務局業務・手順書の承認

・自部門に関する目標、活動計画の実施責任・是正、予防の対策立案と実施責任者・緊急事態の訓
練責任者・教育訓練の実施
・自部門に関する目標、活動計画の実施・省エネ、エコドライブの実施・緊急事態への対応及び訓
練

環境管理責任者

事務局

所属⾧（ＥＡ21担当）

社⾧

業務部⾧

・環境方針の策定と誓約及び従業員への周知・環境責任者の指名・経営資源（人、設備、情報等）
の提供・EA21取組状況の評価と改善の指示・環境目標、環境活動計画書策定事の承認

営業課 本社総務部一般廃棄物課 産廃収集運搬 中間処理課 治水土木課

・社⾧不在時の代行

従業員

本社

収集運搬業
処分業

ｔ
ｔ

57
㎡

社⾧

業務部⾧

6,0176,017
21,005
14,413

上口リサイクルセンター

項目
売上高

単位
千円

2022.4～2023.3
1,076,162,033（21.10～22.9）

2021.4～2022.3
1,011,862,855（20.10～21.9）

57

EA21担当
佐々木幸子

名称 主な責任と権限

所属⾧ 所属⾧ 所属⾧ 所属⾧ 所属⾧ 所属⾧EA21事務局

篠原 篤史 福田 晋平

延床面積
人

EA21事務局



４．許可内容

各種許可内容一覧
1）産業廃棄物中間処理業、2）特別管理産業廃棄物中間処理業

3）産業廃棄物収集運搬業 ※赤文字は新規追加

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

4）特別管理産業廃棄物収集運搬業 ※赤文字は新規追加

○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○

○
○ ○ ○ ○ ○

○
○ ○ ○ ○

5）その他許可

⾧野県 2059007241 R4.9.15 R9.9.14

事業区分 許可番号 取得年月日 許可期限 許可範囲

  産業廃棄物収集運搬業取得許可一覧

宮城県 00400007241 H25.6.28 R5.6.27

東京都 13-00-07241 R3.7.1 R8.6.30
神奈川県 01403007241 R4.11.17 R9.9.15

埼玉県 01110007241

品 目

破砕・減容 ・廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず
圧縮 ・金属くず

特別管理産業廃棄物中間処理業 01170007241 H31.2.22 R6.2.13 焼却 ・特管廃油・特管廃アルカリ

産業廃棄物中間処理業 01120007241 R4.4.19 R8.11.12

破砕 ・廃プラスチック類・ゴムくず
焼却 ・紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残渣・廃油・廃アルカリ

脱水 ・汚泥

◎は積替え保管あり
取り扱う産業廃棄物の種類 ※石綿含有産業廃棄物を含む
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都道府県 許可番号 許可年月日 有効期限

金
属
く
ず

栃木県 00900007241 Ｈ27.12.22 R6.8.20
群馬県 01000007241 H26.2.17 R6.2.16

福島県 00707007241 H25.9.27 R5.9.30
茨城県 00801007241 R3.1.15 R8.8.21

R4.4.19 R8.11.12
千葉県 01200007241 R3.11.5 R8.9.20

静岡県 02201007241 R3.6.21 R8.6.20
愛知県 02300007241 R4.3.3 R9.2.9

新潟県 01509007241 R2.5.11 R7.5.8
山梨県 01900007241 R3.3.10 R8.3.9
⾧野県 2009007241 R4.9.15 R9.9.14

兵庫県 02805007241 R4.7.30 R9.7.29
奈良県 02900007241 R4.9.7 R9.9.6

三重県 02400007241 R3.3.9 R7.12.11
大阪府 02700007241 H30.5.23 R5.5.22

鳥取県 03104007241 R3.8.9 R8.8.8

  特別管理産業廃棄物収集運搬業取得許可一覧
取り扱う産業廃棄物の種類 ※石綿含有産業廃棄物を含む

特
廃
油

特
廃
酸

特
廃
ア
ル
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特
感
染
性
廃
棄
物

特
石
綿

特
有
害

都道府県 許可番号 許可年月日 有効期限

R8.6.11

01160007241 Ｈ25.10.25 R5.6.30
千葉県 01250007241 H26.8.6 R6.6.29

宮城県 00450007241 Ｈ26.11.28 R6.11.27
群馬県 01050007241 H25.8.28 R5.8.27
埼玉県

奈良県 02950007241 R4.9.7 R9.9.6
鳥取県 03154007241 H25.9.20 R5.9.19

愛知県 02350007241 R4.10.11 R9.9.9
三重県 02450007241 R3.8.24 R8.4.19

東京都 13-56-07241 H26.7.9 R6.7.8
神奈川県 01453007241 R3.7.26

一般廃棄物収集運搬業 4三ク許可第3号 R4.4.1 R6.3.31 三郷市 一般廃棄物（可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみ）
事業区分 許可番号 取得年月日 許可期限 許可範囲 品 目

 一般建設業 国土交通大臣 許可
（般－2）第18999号

R3.2.14 R8.2.13 土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、管工事業、ほ装工事業、
しゅんせつ工事業、造園工事業、水道施設工事業、解体工事業

浄化槽清掃業 4三ク許可第11号 R4.4.1 R6.3.31 三郷市 浄化槽汚泥

※
ガ
ラ
ス
･
ｺ
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ﾄ
･
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○
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○
○



1）産業廃棄物中間処理施設、特別管理産業廃棄物中間処理施設
特管

〇
〇

2）産業廃棄物保管施設、特別管理産業廃棄物保管施設（処理前）
特管

3）産業廃棄物保管施設、特別管理産業廃棄物保管施設（収集運搬）
特管

〇

4）収集運搬車両・構内作業重機車両
用途 台数 用途 台数 用途 台数
収 1 収 2 一 2
収 4 収 3 重 7
収 2 収 2 重 3
収 2 一 1 重 6
収 5 一 1 産業廃棄物収集運搬車両‥‥収
収 1 一 5 一般廃棄物収集運搬車両‥‥一

産業廃棄物処理重機他‥‥重

脱水施設 9.9㎥/日（8時間） 汚泥（含水率85％以下のものを除く。）以上1種類
破砕施設 4.9ｔ/日（8時間） 廃プラスチック、ゴムくず 以上2種類

施設の種類 処理能力 廃棄物の種類

焼却施設
20.0ｔ/日（10時間） 紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ 以上4種類

0.9㎥/日（噴霧焼却）（10時間） 廃油 以上1種類
6㎥/日（噴霧焼却）（10時間） 廃アルカリ 以上1種類

焼却施設 0.9㎥/日（噴霧焼却）（10時間） 廃油（揮発油類、灯油類及び軽油類に限る。）以上1種類
6㎥/日（噴霧焼却）（10時間） 廃アルカリ（PH12.5以上のものに限る。）以上1種類

産業廃棄物の種類 保管面積 保管高さ等

圧縮施設 10.3ｔ/日（8時間） 金属くず 以上1種類
破砕・減容施設 91.9ｔ/日（24時間） 廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず 以上5種類

汚泥（C) 以上1種類 21.8㎥ 1.9ｍ 40.16㎥（地下貯留槽）
紙くず、木くず、繊維くず（A） 以上3種類 333.8㎥ 3.0ｍ（屋外）

汚泥（A) 以上1種類 11.6㎥ 1.7ｍ 19.1㎥（地下貯留槽）
汚泥（B) 以上1種類 28.0㎥ 2.8ｍ 78.4㎥（地下貯留槽）

紙くず、木くず、繊維くず（D） 以上3種類 50.0㎥ 3.0ｍ（屋外）
動植物性残さ（A） 以上1種類 31.7㎥ 3.0ｍ（屋外）

紙くず、木くず、繊維くず（B） 以上3種類 81.0㎥ 3.0ｍ（屋外）
紙くず、木くず、繊維くず（C） 以上3種類 42.0㎥ 3.0ｍ（屋外）

廃アルカリ 以上1種類 5.4㎥ 2.4ｍ13.0㎥（地下貯留槽）
廃プラスチック類、ゴムくず（A） 以上2種類 88.2㎥ 2.3ｍ（屋外）

動植物性残さ（B） 以上1種類 8.4㎥ 1.5ｍ（屋外）（8.1㎥ｱｰﾑﾛｰﾙｵﾝ×1個）
廃油 以上1種類 5.8㎥ 4.1ｍ（屋外）（6.4㎥タンク×1個）

廃プラスチック類、ゴムくず（D） 以上2種類 48.0㎥ 3.0ｍ（屋外）
金属くず（A） 以上1種類 41.0㎥ 3.0ｍ（屋外）

廃プラスチック類、ゴムくず（B） 以上2種類 48.0㎥ 3.0ｍ（屋外）
廃プラスチック類、ゴムくず（C） 以上2種類 135.0㎥ 3.0ｍ（屋外）

金属くず（D） 以上1種類 60.0㎥ 3.0ｍ（屋外）
廃油（揮発油類、灯油類及び軽油類）

廃アルカリ（PH12.5以上のもの）以上２種類 4.0㎡ 0.9ⅿ（屋外）0.8㎥(200㍑ドラム缶各１本)

金属くず（B） 以上1種類 16.5㎥ 1.5ｍ（屋外）
廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず 以上5種類 36.0㎥ 3.0ｍ（屋外）

〇

産業廃棄物の種類 保管面積 保管高さ 保管上限
燃え殻、汚泥(含水率85％以下）、鉱さい以上3種類 30.0㎡ 3.0ｍ（屋外） 45.0㎥

ガラス・コンクリート・陶磁器、がれき類以上２種類 49.0㎡ 3.0ｍ（屋外） 84.0㎥
ガラス・コンクリート・陶磁器、がれき類以上２種類 45.0㎡ 3.0ｍ（屋外） 49.5㎥

燃え殻、汚泥(含水率85％以下）、鉱さい以上3種類 30.0㎡ 3.0ｍ（屋外） 45.0㎥
廃酸 以上１種類 1.1㎡ 0.9ｍ（屋外） 0.4㎥（ｹﾐｶﾙﾄﾞﾗﾑ缶200ℓ×2

がれき類（石綿含有産業廃棄物に限る）以上1種類 8.0㎡ 1.5ｍ（屋外） 8.1㎥（8.1㎥ｺﾝﾃﾅ×1個）

ガラス・コンクリート・陶磁器、がれき類以上２種類 32.0㎡ 3.0ｍ（屋外） 51.0㎥
ガラス・コンクリート・陶磁器、がれき類以上２種類 63.4㎡ 3.0ｍ（屋外） 96.7㎥

〇廃油（ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝを含むもの）
廃酸（ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝを含むもの）
廃ｱﾙｶﾘ（ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝを含むもの）

感染性産業廃棄物 7.5㎡ 1.9ｍ（屋外） 14.3㎥（保冷ｺﾝﾃﾅ×1個）

がれき類（石綿含有産業廃棄物に限る）以上１種類 15.3㎡ 2.0ｍ（屋外） 21.6㎥（21.6㎥ｺﾝﾃﾅ×1個）
廃酸（PH2.0以下のもの）

4.0㎡ 0.9ｍ（屋外）
0.8㎥

（200㍑ドラム缶×各1本）

５．施設概要

10ｔ脱着装置付コンテナ専用車 4ｔ脱着装置付コンテナ専用車 フォークリフト
4ｔ脱着装置付コンテナ専用車 2ｔキャブオーバー
10ｔ清掃車（ﾊﾟﾜｰﾌﾞﾛｰ） 4ｔ塵芥車（パッカー）

10ｔダンプ 4ｔ塵芥車（パッカー） バックホウ
2ｔダンプ 2ｔ塵芥車（パッカー） ホイルローダー

車種 車種 車種
10ｔキャブオーバ（ユニック車） 4ｔ清掃車（３㎥ＰＢ） ４ｔ糞尿車（バキューム）

ガラス・コンクリート・陶磁器、がれき類以上２種類 41.0㎡ 2.4ｍ（屋外） 31.1㎥



６．受入から最終処分までの処理工程図



7．受託した産業廃棄物の処理量

216

再中間処理後
再資源化量等大気焼却

（焼成）・造粒

22194

減容化率は10％と想定

10,073

中間処理後
再資源量

2,719

2,194

512

295 432

1,654

中間処理後
最終処分埋立

各処分場

10,073
2,597

中間処理 再資源化

16,986

合  計

中間処理量

2,719

2,194

6,814

4,316

16,986

圧縮（金属）

破砕・減容
（プラ,紙,木,繊維）

破砕（プラ）

脱水（汚泥）

焼却（紙、木、繊
維、動植、廃油）

943

295 2,597

3,385

3,385

5,160

635 63

42377

571

419

産業廃棄物の流れ（単位：ｔ）

処理方法
（廃棄物の種類）

大気
（焼却）

水分
（脱水）

2022.4.1～2023.3.31

受入れ
アウトソース(A社)

16,986

マテリアルフロー詳細

再中間処理
635 63

再資源化

中間処理後
再中間処理

㈱三栄興業

最終処分



8.環境経営目標（短期・中⾧期）

環境目標と目標値の算定

東京電力
変更点 目標値の大幅な変更

二酸化炭素排出量を総量による算出に変更
リサイクル率の計算方法：(廃ﾌﾟﾗ破砕の分別利用量÷廃ﾌﾟﾗ破砕の月間総受量)

中⾧期目標
① 購入電力を削減するため３年以内に上口リサイクルセンターの水銀灯をＬＥＤにする。
② 購入電力と、化石燃料を三年間毎年１％づつ削減する。
③ 近隣住民等からの苦情を５年間で１件以内とする。
④ 営業車を電気自動車へ切り替える。
⑤ 水資源使用削減は2016年のデータがないので2018年度を基準として1.0％づつ削減する。
⑥ 毎年eco検定の合格者を最低1名以上増加させる

3.5% 29.8% 10.5% 36.8%産業廃棄物リサイクル率の向上 ％ 2.5% 3.0% 15.6%26.3% 28.3% 29.3%
（推定） （推定） （推定）

㎏-CO2／ｋWｈ※電力にかかるCO2排出係数 0.447

0件 0件

地域社会貢献（上口ＲＣ周辺清掃） 回 2回 2回 2回 2回 2回 2回

0件 0件 0件 0件全事業所の災害 件 0件 0件 0件 0件

2回

二酸化炭素
排出量削減

購入電力

㎏-CO2

828,128 -5.0%

-15.0% 1,128,552

化石燃料
（車両）

574,602 -5.0% 545,872 537,962

-16.0% 695,628

516,556

1,177,335-5.0% -6.0%
1,274,600
（推定）

671,233 -6.0% -7.0%

2回 2回 2回

2,145-5.0% 2,397 -6.0% 2,372 -15.0%2,281

2回

環境目標作成日： 2022年7月1日

-7.0%

770,159

534,380 -16.0% 482,666

水資源使用削減（上水、地下水） ㎥ 2,524 -4.0% 2,448 2,210

取組項目
⾧期目標値

2023年度
目標％

1,248,046

目標値
2022年度

購入電力+化石燃料
(総量） -4.0%

作成者 環境管理責任者：鈴木拓海

786,722

2030年度
実施値目標値目標％実施値

2021年度
目標値目標％

638,273

目標％

0件

○

○

○

○

○

○

単位
基準値

(2016年度)

-6.0% 540,126

×

1,327,708
（推定）

1,261,323
（推定）

778,440

1,264,484

28.8%



取組状況の確認及び記録の作成・整理 （ ） 株式会社　三栄興業 2016年度比％削減％増2018年度比

各排出係数について

※②化石燃料使用量の二酸化炭素排出量（kg-CO2）の年間目標値算定は総車両数＋重機＝59台で内ガソリン車が5台の割合で計算しております。

ー ー ー

× 〇 × × 〇

EA-21責任者評価

月によって大幅にぶれるがおお
むねクリアしている。
今後もしっかりと分別の徹底を
呼び掛けていきたい。

月によって大幅にぶれるがおお
むねクリアしている。
今後もしっかりと分別の徹底を
呼び掛けていきたい。

月によって大幅にぶれるがおお
むねクリアしている。
今後もしっかりと分別の徹底を
呼び掛けていきたい。

評価 〇 × × 〇 × 〇 ×

29.3% 29.3%

46.0% -16.0% -6.0% 39.0% 15.6%

ー ー リサイクル率
の計算方法：
(廃ﾌﾟﾗ破砕の
分別利用量
÷廃ﾌﾟﾗ破砕
の月間総受
量)

11.0% -5.0%

ー ー

29.3% 29.3% 29.3% 29.3% 29.3%

産業廃棄物
ﾘｻｲｸﾙ率向上

分別の徹底
再生利用の促進

2016年度
比3％増

目標値 29.3% 29.3% 29.3% 29.3% 29.3%

累計 ー ー ー ー ー

月によって大幅にぶれるがおお
むねクリアしている。
今後もしっかりと分別の徹底を
呼び掛けていきたい。

29.3%

実績 40.0% 11.0% -13.0% 41.0% 9.0% 30.0%

目標値 540,126 軽油 535,549 ガソリン 4,577

〇 ×

目標は達成だった。油断はでき
ない数字なのでしっかりと意識
して行っていく

目標は達成だった。油断はでき
ない数字なのでしっかりと意識
して行っていく

目標は達成だった。油断はでき
ない数字なのでしっかりと意識
して行っていく

目標は達成だった。油断はでき
ない数字なのでしっかりと意識
して行っていく

〇 〇 × × 〇〇 × 〇 〇 〇

200 200

37,896 107,414 1,177,335

104,359 210,965 315,739 416,098 512,088 614,938 719,291 825,200 936,432 1,032,025 1,069,921 1,177,335

102,850 104,353 105,909 111,232 95,593104,359 106,606 104,774 100,359 95,990

※3997

105,110 105,110 105,110 105,110 105,110 105,110 105,110 105,110 105,110 105,110 105,110 105,110 1,261,323

1,761 2,232 2,591 3,029 3,451158 418

1,971

1,721

4,577

車両、ドライバーの管理方法の
変更（GPSの導入）を検討してい
く

車両、ドライバーの管理方法の
変更（GPSの導入）を検討してい
く

車両、ドライバーの管理方法の
変更（GPSの導入）を検討してい
く

車両、ドライバーの管理方法の
変更（GPSの導入）を検討してい
く

3,661 3,997

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × 〇 〇

770 1,124 1,481

381 381

158 260 352 354 357 280 471 359 438 422 210 337

381 381 381 381 381381 381 381 381 381

90 145

68 180 332 484 638 759 961 1,116 1,305 1,486 1,576 1,721

121 203 154 189 18268 112 152 152 154

〇 ×

164 164 164 164 164 164 164 164 164 164 164 164

× 〇 × × 〇〇 〇 〇 〇 ×

33,103 45,641 ※512559

43,823 84,578 128,371 171,529 218,551 265,459 304,449 351,140 398,330 433,815 466,918 512,559

46,908 38,990 46,691 47,190 35,48543,823 40,755 43,793 43,157 47,022

180,976 198,666

44,629 44,629 44,629 44,629 44,629 44,629 44,629 44,629 44,629 44,629 44,629 44,629 535,549

102,891 118,004 136,101 154,392 168,14516,986 32,782 49,756 66,484 84,710

17,29817,298 17,298 207,577

16,986 15,796 16,974 16,728 18,226 18,181 15,113 18,097 18,291 13,754 12,830 17,690 198,666

17,298 17,298 17,298 17,298 17,29817,298 17,298 17,298 17,298

特に何もしていないが目標は達
成できた。

特に何もしていないが目標は達
成できた。

特に何もしていないが目標は達
成できた。

2月は焼却炉の修繕工事を行っ
たために低い

128,779 1,427,903

133,160 278,321 415,777 538,022 644,766 767,281 896,799 1,021,323 1,158,207 1,289,967 1,299,124 1,427,903

129,518 124,524 136,884145,161 137,456 122,245 106,744 122,515

145,123 145,123 145,123 145,123 145,123 145,123 1,741,477

〇

※638273

〇 〇 〇 〇 〇

638,273

55,662 61,187 58,897 4,093 57,564

131,760 9,157

145,123 145,123 145,123 145,123 145,123

778,440

× 〇 〇 〇 〇

456,531 517,719 576,615 580,708185,852 240,496 288,210 342,975 400,869

54,644 47,715 54,764 57,895

年合計

2022年 2023年

64,870 64,870 64,870 64,870 64,870 64,870 64,870 64,870 64,870 64,870 64,870

133,160

11月 12月 1月 2月

145,123

3月6月 7月 8月 9月 10月
環境目標（2016年度基準）

二酸化炭素排出
量総合計

（①+②+その他）
（購入電力+化石

燃料）

総量

64,870

59,523

59,523

〇

4月 5月

64,887

124,409

EA-21責任者評価

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

2016年度
比6％削
減

2016年度
比6％削
減

評価

実績 61,443

目標値

実績

累計

評価

2016年度
比6％削
減

二酸化炭素排出
量
kg-CO2

累計

目標値

トラック重機燃料
（軽油の削減）ℓ

営業車輌燃料
（ガソリンの削減）
ℓ

EA-21責任者評価

実績

累計

評価

目標値

実績

累計

目標値

実績

累計

評価

二酸化炭素排出
量
kg-CO2

総電気使用量
kWh

①電気使用量の
削減

EA-21責任者評価

目標値

実績

累計

②化石燃料使用
量の削減

2016年度
比6％削
減二酸化炭素排出

量
kg-CO2

累計

目標値

二酸化炭素排出
量
kg-CO2

200 200 200 200 2,397

水資源使用削減（上
水、地下水）

水資源使用量の
維持
㎥

2018年度
比5％削
減

目標値 200 200 200 200

実績 211 194 197 212

累計 211 405

221 197 186 165 143 159 201 195 2,281

〇 〇 〇 〇 × 〇

1,035 1,232 1,418 1,583 1,726 1,885 2,086 2,281

0 0 0 0 0 0 0 0 0

×

0実績 0 0 0 0 0 0 0 0

EA-21責任者評価

目標達成できた。節水の呼びか
けを続ける

夏のため節水は心掛けたが気
化熱（打ち水）の利用で多く使っ
てしまう

目標達成できた。節水の呼びか
けを続ける

目標達成できた。節水の呼びか
けを続ける

全事業所、事故、
怪我ゼロ

ゼロ
目標値 0 0 0 0

全事業所の災害

清掃活動取組実
施

2回/年
目標値 0 1 0 0 0

地域社会貢献
（上口ＲＣ周辺清掃）

EA-21責任者評価

ヘルメット、安全靴着用の徹底
を続けていく

ヘルメット、安全靴着用の徹底
を続けていく

評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇

0

EA-21責任者評価

海ゴミ0ウィークの開催時期に合
わせているため開催月に誤差
有

0 1 0 0 0 0 2

実績 1 1 2

海ゴミ0ウィークの開催時期に合
わせているため開催月に誤差
有

海ゴミ0ウィークの開催時期に合
わせているため開催月に誤差
有

評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

EA21責任者評価印

実績及び評価実施日 2023年7月1日

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

ヘルメット、安全靴着用の徹底
を続けていく

ヘルメット、安全靴着用の徹底
を続けていく

〇

0 0 0 0

2.58

単位

（kg-CO2/kWh）

（kg-CO2/ℓ）

（kg-CO2/ℓ）

購入電力 ｋWh

ℓ

ℓ

東京電力

ガソリン

軽油

上記実績値
は※印3つの
合計数量と灯
油、LPGの数
量を合計した
もの

※3ヶ月連続で未達成の場合緊急でミーティングを行い対策を策定、実施する

※電気事業者別CO2排出係数R1年度実績を参照
※化石燃料の排出係数は「地球温暖化対策の推進に関する法律」の単
位発熱量と炭素排出係数を用いた（環境省のHPより参照）

備考

2022.4.1～2023.3.31

排出量（kg-CO2）

海ゴミ0ウィークの開催時期に合
わせているため開催月に誤差
有

× 〇

200 200

602 814

評価 × 〇 〇

目標値

実績

単位

0.447

2.322



9.環境経営目標の活動計画の策定・取り組み、実施と評価

１）数値目標に関する取り組み内容 ※１コロナ禍により中止

毎朝のミーティングで注意喚起を行っていったことにより
事故０を達成した
今後はKYミーティング、ヒヤリハットなどを導入しより安
全対策をより強化していきたい

㎥ ④洗車時の水使用の効率化 表示による節水の呼びかけ ④洗車時の水使用の効率化

④安全帯の使用

⑤関係者以外の立入禁止の徹底 ⑤関係者以外の立入禁止の徹底

①積荷の高さ確認の徹底

②ヘルメット着用者以外の作業禁止 ②ヘルメット着用者以外の作業禁止

③作業前の指差し呼称の励行 ③作業前の指差し呼称の励行労働災害防止

①積荷の高さ確認の徹底 ● 災害：0件

○ 全員

④安全帯の使用

全事業所での災害

目標： 0件

実績： 0件

㎏-CO2／ｋWｈ

近い将来、営業車は電気自動車にする

ドライブレコーダーをチェックしてエコドライブと安全運
転教育をした

④運搬車両内の不用な物（不用工具、私物）を捨てて
軽くし燃費向上を図る実績： ㎏-CO2

化石燃料使用量
削減

①飛散防止の強風時の散水を効率的に行う

②散水時間の適時化（場内状況の適切な把握） ファン付の空調作業服導入で暑さ軽減し散水量を減らす事
を検討中

②散水時間の適時化（場内状況の適切な把握）

目標： 2397.3 ㎥ ③こまめな節水、垂れ流し厳禁 ③こまめな節水、垂れ流し厳禁

水資源投入量
地下水節水

使用量の削減

①飛散防止の強風時の散水を効率的に行う 夏季は暑さ対策の散水で、使用量が多くなる

〇
事務局

中間処理
上口経理

実績： 2281.0

③エコドライブとアイドリングストップの徹底

次年度環境活動取り組み

二酸化炭素排出量削減

購入電力の削減

①未使用時の電源消灯、減灯 ●１％削減は達成できた

〇
事務局
所属⾧

①未使用時の電源消灯、減灯

購入電力1％削減 ②室内空調は夏28℃設定、冬20℃設定

環境経営目標・実績値 目標達成計画 環境活動取り組み 実施事項 評価 担当

昼休みの消灯は徹底できた ②室内空調は夏28℃設定、冬20℃設定

電力にかかるCO2排出係数 ③クールビズ、ウオームビズを積極的に取り入れる 冬場の厚着や発熱肌着着用で暖房の抑制ができた

0.447

⑥電気自動車の購入

実績： 638,273 ㎏-CO2 リサイクルセンター内のエアコンを省エネのものに交換

①車両の効率的運行管理

二酸化炭素排出量削減 ②定期的な整備と燃料効率の向上（重機、ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ、運
搬車両の整備強化）

2004年からＥＭＳ実施しているので、車両、重機等のこれ
以上燃費改善は難しいが継続していく

②定期的な整備と燃料効率の向上（重機、ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ、運
搬車両の整備強化）化石燃料1％削減

⑤ドライブレコーダーで運転状況をチェックする

①車両の効率的運行管理 ●１％削減は達成できた

〇
事務局
所属⾧

●0.5％増加は達成でなかった

⑥電気自動車の購入

③エコドライブとアイドリングストップの徹底

目標： 540,126 ㎏-CO2 ④運搬車両内の不用な物（不用工具、私物）を捨てて
軽くし燃費向上を図る。

③クールビズ、ウオームビズを積極的導入

778,440 ㎏-CO2 ⑤消費電力の少ない新しいエアコンの導入 ｸﾞﾘｰﾝｶｰﾃﾝにより若干の節電ができた

④グリーンカーテンによる夏季電力の削減 事務所のパソコンはシャットダウンしてから帰宅する ④グリーンカーテンによる夏季電力の削減

目標：

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ、重機の自主検査を毎年９月定期的に実施

⑤ドライブレコーダーで運転状況をチェック 運転席、助手席の不用品を捨て整理整頓

516,556

施設の工事が重なると廃棄物の処分がリサイクルに回らな
くなることが多くなり、なかなかコントロールすることが
難しい

①分別の徹底（手選別での更なる分別）

（0.5%向上） ②新人に分別方法をしっかりと教育する ②新人に分別方法をしっかりと教育する

目標： 29.3% ③排出事業者へ分別の協力の呼びかけ ③排出事業者へ分別の協力の呼びかけ

実績： 15.6% ④ＲＰＦを製造する時に品物を塩素濃度測定し、使用
できるものを見つけリサイクル率を向上させる

中間処理×

なるべくリサイクルに回るような排出先を選定していく

廃棄物の
リサイクル率向上

ﾘｻｲｸﾙ率の向上 ①分別の徹底（手選別での更なる分別）



２）数値目標以外の環境活動計画 ※１コロナ禍により行事が中止

環境関連法規遵守他 教育・研修

自治体協力
社会貢献

見学者の受入 〇 営業課 近隣地区、取引先の工場見学受入

①研修会、訓練、イベント等への参加 １年に1回近隣の人達と食事会を開催し意見交換 × 営業課 研修会、訓練、イベント等への参加

入会している防火協会の火災予防の啓発運動への参加
○

営業課
全員

三郷市消防署の支援による教育訓練強化

②三郷市役所 入会している建設協力会での道路清掃、河川清掃
○ 営業課

三郷市役所
地域社会対策

地域環境美化 ①全社員による会社周辺道路清掃実施 1年に2回実施 ○ 全員 全社員による会社周辺道路清掃実施

工場見学受入 ①近隣地区、取引先の工場見学受入

三郷市主催の産業フェスタなどの運営協力

③三郷市消防署の支援による教育訓練強化

④吉川警察の支援による教育訓練強化 安全運転講習会、安全運転意識の向上 〇 全員 吉川警察の支援による教育訓練強化

③弊社と同業社の処理工場見学

〇 担当者

弊社と同業社の処理工場見学

（埼玉県環境産業振興協会青年部）

環境関連法規の教育（外部研修を強化）

②社内勉強会の開催

○

環境についてのセミナーを開催し、社員の意識の向上

①環境関連法規の教育（外部研修を強化） 埼玉県主催の勉強会に積極的に参加特に法改正があった場
合の対応

〇

全員

各種安全教育、技能講習の受講

環境経営目標・実績値 目標達成計画 環境活動取り組み 実施事項 評価 担当 次年度環境活動取り組み

お客に電話対応をする事務員に廃掃法、マニフェスト、契
約書の知識を深め、誤りなく電話対応ができるよう先輩社
員による質問会を3ヶ月に一回程度開催



3)焼却炉維持管理

４）地下軽油タンクの維持管理

地下軽油タンク管理
経年劣化による

漏洩防止

①１週間に１回、検査棒で漏洩検査 ・地下タンクは、1992年に埋設のため、老朽化による漏洩
の恐れがあるので、漏洩検査を実施

〇
危険物
資格者

①１週間に１回、検査棒での漏洩の検査

②震度４以上の地震が発生した場合の漏洩検査

環境経営目標・実績値 目標達成計画 環境活動取り組み 実施事項 評価 担当

②震度４以上の地震が発生した場合漏洩検査

③３年に１回耐圧検査をする。

〇
一酸化炭素濃度が１００ｐｐｍ以下になるよう炉内へ
の廃棄物投入量の調整

③定期的に（一か月に一週間程度）焼却炉のメンテナ
ンスの集中的な実施

・定期メンテナンスの実施（効率的なメンテナンスの順番
の洗い出し）

〇
定期的な（一か月に一週間程度）焼却炉のメンテナン
ス

・地下タンクは2年に一度検査2021年度指摘事項無

・耐圧検査は次回は2023年６月 ③３年に１回耐圧検査をする。

次年度環境活動取り組み

環境経営目標・実績値 目標達成計画 環境活動取り組み 実施事項 評価 担当 次年度環境活動取り組み

焼却炉維持管理

焼却施設が環境負荷が
著しく大きい

しっかりとした
稼働管理

①８００℃以上で燃焼させダイオキシンの発生抑制 ・重機での廃棄物の投入者と、焼却炉の運転管理者との連
絡がすぐにできるよう無線機の導入 〇

中間処理係
焼却炉担当

８００℃以上で燃焼の徹底

②一酸化炭素濃度が１００ｐｐｍ以下になるよう炉内
への廃棄物の一回の投入量を調整

④１年に２回排気ガスの自主検査をしCO濃度他を測
定、焼却炉の状態を把握 ・毎年7月3月を予定 〇

１年に２回排気ガスの自主検査をしCO濃度他を測定、
焼却炉の状態の把握

⑤より環境にやさしい焼却炉の運転方法の研究 ・経年劣化した箇所を修理
・自動で投入できるように焼却炉のシステム構築
・各種センサーの取付け等の工事の実施 〇

・データを電子で保管し、何が原因なのかわかるよう
にミーティングを実施
・焼却炉の運転をこまかく調整できるようにシステム
を構築

・廃棄物の適正な投入量で投入
・記録を電子にて保存し、日報として提出



営業部

件名 排出事業場の見学

場所 ㈱三栄興業

内容
施設見学

排出事業者責任

年月日 2022/5/18

部署名 営業部

排出事業者責任

年月日

活  動  写  真

件名 排出事業場の見学

場所 ㈱三栄興業

内容
施設見学

排出事業者責任

年月日 2022/5/18

部署名 営業部

件名 排出事業場の見学

場所 ㈱三栄興業

内容
施設見学

2022/5/18

部署名



2022/5/26

部署名 各部署1名ずつ

件名 環境展2022

場所 東京ビックサイト

内容
見学

環境についての情報収集

活  動  写  真

件名 環境展2022

場所 東京ビックサイト

内容
見学

環境についての情報収集

年月日 2022/5/26

部署名

部署名 各部署1名ずつ

環境についての情報収集

年月日

年月日 2022/5/26

各部署1名ずつ

件名 環境展2022

場所 東京ビックサイト

内容
見学



2022/7/19

部署名 本社

余  白

件名

場所

2022/7/19

部署名 本社

件名 みどりのカーテン

場所 ㈱三栄興業 本社

内容
みどりのカーテン事業

内容

年月日

部署名

自治体協力

年月日

活  動  写  真

件名 みどりのカーテン

場所 ㈱三栄興業 本社

内容
みどりのカーテン事業

自治体協力

年月日



活  動  写  真

件名 構内清掃

場所 ㈱三栄興業

内容
側溝、枡清掃

吸引車、洗浄車

年月日 2022/7/25

部署名 中間処理係

件名 構内清掃

場所 ㈱三栄興業

内容
側溝、枡清掃

吸引車、洗浄車

年月日 2022/7/25

部署名 中間処理係

件名 構内清掃

場所 ㈱三栄興業

内容
側溝、枡清掃

吸引車、洗浄車

年月日 2022/7/25

部署名 中間処理係



活  動  写  真

件名 大場川浮遊ゴミ回収大作戦

場所 三郷市役所付近

内容
清掃活動

自治体協力

年月日 2022/11/5

部署名 営業部

件名 最終処分場の見学

場所 ﾂﾈｲｼｶﾑﾃｯｸｽ㈱

内容
施設見学

排出事業者責任

年月日 2022/11/22

部署名 営業部

件名 最終処分場の見学

場所 大青工業㈱

内容
施設見学

排出事業者責任

年月日 2022/11/25

部署名 営業部



1０．環境関連法規制／遵守評価

  １）当社に関わる主な法規制

２）環境関連法規の違反、訴訟の有無
当社に関係する関連法規について、遵守状況を確認した結果、違反、訴訟等……無
過去10年の間、関係当局より違反等の指摘……無
近隣住民、企業からの苦情……無

３) 焼却炉 化学物質他測定値

ガス状水銀と粒子状水銀の合計が50μg/㎥未
満であること

ばい煙測定 2022年4月26日

ガス状・粒子状水銀測定2022年8月22日

μg/㎥
μg/㎥
μg/㎥

0.34
0.30
0.042

測定値
50.0

測定値
0.001

1.2
34
64

0.150
2.34

項目

測定値項目
0.095

180
200

㎥/h
ppm
mg/㎥

31,078 ㎥/h（弊社施設の値）

規制なし
規制なし

ng-TEQ/㎥N

項目 規制値

規制値
ダイオキシン・ばい煙測定 2022年8月22日

ｇ／ｍ3Ｎ ｇ／ｍ3Ｎ
㎥/h
ppm
mg/㎥塩化水素

窒素酸化物
硫黄酸化物
ばいじん

硫黄酸化物
窒素酸化物

5

0.15000
2.34
180

℃
㎥/h
ｇ／ｍ3Ｎ

排ガス温度
酸素

ダイオキシン

ppm

10.8
162

ng-TEQ/㎥N
%

mg/㎥N

27,400
0.00390

規制値
全水銀

遵守状況
問題なし
問題なし
問題なし
問題なし
問題なし

ダイオキシン類対策特別措置法
改正大気汚染防止法

大気汚染防止法

建設リサイクル法

廃棄物処理法
主な法規制

廃棄物の適正処理
主な内容

建設廃材のリサイクル
ダイオキシン測定

水銀測定
ばいじん測定

ばいじん

ガス状水銀
粒子状水銀

塩化水素 200

三郷市消防署、吉川警察署、三郷市クリーンライフ課、越谷環境管理事務所など各種関係
機関に定期的に訪問、主催行事への参加、情報交換をして協力体制を作り上げている

年に1回の法定点検
焼却炉送風機  問題なし

問題なし
騒音規制法
浄化槽法

産廃許可証の東京都条例 都民の健康と安全の確保 問題なし

μg/㎥

9.8 mg/㎥N

㎥/h
ppm

排ガス量（乾き）
ｇ／ｍ3Ｎ

0.013
99

㎥/h



１１．事故及び緊急事態の想定、対応、訓練

産廃収集運搬
運搬中に交通事故等により廃油が道路に散乱した事を想定
散乱防止、緊急連絡網で連絡
産廃の飛散防止のためラップを巻く訓練
（本年はコロナのため2023.3書面にて実施）

産廃中間処理
停電により焼却炉の送風機が止まり煙突からの黒煙発生
ただちに焼却炉を停止させる手順の確認
緊急連絡網で連絡
火災時における対応訓練 ※コロナ禍のため緊急連絡網の再確認のみ

作業中、ドラム缶を倒した事により廃油、汚泥が流出した事を想定
流出防止、緊急連絡網で連絡
（本年はコロナのため2023.3書面にて実施）

治水土木
運搬中に交通事故等により汚泥が道路に散乱した事を想定
散乱防止、緊急連絡網で連絡
（本年はコロナのため2023.3書面にて実施）

大地震などで構内の廃油、廃液タンクが破損して廃油が流出した事を想定
ﾊﾞｷｭｰﾑ車で吸引、緊急連絡網で連絡
※コロナ禍のため本年は中止
大地震などで構内の地下軽油タンクが破損して軽油が流出した事を想定
ﾊﾞｷｭｰﾑ車で吸引、緊急連絡網で連絡
（本年はコロナのため2023.3書面にて実施）

一般廃棄物
運搬中に交通事故等により生ごみが道路に散乱した事を想定
運搬中に交通事故等により屎尿が道路に散乱した事を想定
散乱防止、緊急連絡網で連絡
作業中にパッカー車から、火災の発生を想定、消火器による消火
（本年はコロナのため2023.3書面にて実施）

〔緊急訓練の成果〕
毎年緊急訓練を行っているが、各部署環境汚染防止の意識が高まっている。
また、緊急時の手順も身に着けている。
コロナ禍で実現しなかったが来年度は、リサイクルセンターの消火訓練を実施する



12．代表者による全体評価

１）総括
・
・

・
・
・

２）環境活動
① 環境活動結果と評価
・ 化石燃料の削減は、今までのEMSで限界に近づいているが1％削減は達成できた
・

・

② 環境法規コンプライアンス遵守
・ 2022.4～2023.3は地域住民からの苦情、行政機関の指導はなかった
・

・

・

③ 従業員の教育、育成
・ 朝礼及び各部署でのミーティングエコアクション21の取組みの教育を継続していく
・

３）安全対策
① 労災対策
・

・

労災事故は0件であった。社内の安全ルール作りが足りないのでルールを作り安全掲示板を作
成し月に1度工場内だけではあるが安全パトロールを実施することとした
今後も労災事故ゼロを目指し、安全教育（ヒヤリハット等）及び保護帽、安全靴着用徹底に力
を入れていくとともに、KYミーティングを実施して朝礼で復唱していく

破砕・減容施設でRPFを製造している。材料になる廃棄物の塩素の含有量を測定する機器を新
規に購入し、正確に短時間で測定できるようにした。これにより品質の安定したRPFを製造で
きるようになった

市役所、越谷環境管理事務所等を定期的に訪問し、コンプライアンスの遵守に漏れの無いよう
にしていく
環境省、埼玉県環境産業振興協会から常に情報を得てコンプライアンス遵守に万全を期してい
く
2018.9.1から産業廃棄物の持込みを予約制にし、これにより適正な保管量を維持できるように
なった

お客様と電話対応をする事務所の勉強会を継続し廃棄物の適正処理を受け答えできるようにす
る

今回は、5年目（2022.4.1～2023.3.31予定）の環境経営活動であったが、コロナ禍の影響もあ
りなかなか満足いく活動はできなかった

2018.7.23エコアクション21を認証取得する事ができた

環境経営方針 → 継続
環境経営目標及び環境経営計画 → 昨年目標値の見直しをはかった

焼却炉の運転自体をシステム化することでより環境に対する影響がわかるようになったので、
環境負荷が極力小さくなるよう稼働していく
今後もICT、IOTを進めて行きたい

実施体制 → 継続



① 労災対策
・ 熱中症対策については、夏季は朝礼で、こまめな水分・塩分の補給を指導する
・

・ 構内の事故防止と事故原因の究明のために構内全体が見えるよう防犯カメラ8台を設置した

② 火災対策
・ ライター、マッチ、発煙筒など発火の原因となるものは受け入れないようにする
・
・ 充電型の電池はつぶすことで火災の原因になるので分別の徹底を強化する

４）来年度の目標
・ 優良産業廃棄物処理業者の認定を取得する。
・

・

5) 中⾧期目標
・ 購入電力を削減するため3年以内に上口リサイクルセンターの水銀灯をLEDにする
・ 購入電力と、化石燃料を三年間毎年1％づつ削減する
・ 弊社への近隣住民等からの苦情を5年間で1件以内とする
・ 営業車を環境対応型へ切り替える
・ 水資源使用削減は2016年のデータがないので2018年度を基準として1.0％づつ削減する。
・ 毎年eco検定の合格者を最低1名以上増加させる

2023年7月1日
株式会社三栄興業
代表取締役 鈴木勝彦

主だった構内作業員に無線機を持たせ、作業員間及び事務所との連絡を密にし事故防止の体制
を構築した

混合廃棄物の中の発火原因物(ライター、マッチ、スプレー缶、乾電池等)の分別を徹底する

購入電力、化石燃料の削減は、15年以上ＥＭＳを続けてきているのでこれ以上の削減は難しい
面はあるが、前年度に比べ1％削減をしていく
東京オリンピックも終わり経済情勢が変化してより廃棄物を出さない社会に変わりつつある。
他社に負けない強みを見出し競合他社に負けない処理システムの構築及び地域に根差した会社
作りをしていく経営戦略を立てる


